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Chiral microfiber fabricated by optical vortex illumination 
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光渦は螺旋状波面上に位相特異点を有する光波と定義される。代表的な光渦であるラゲ

ールガウスモードは、位相特異点に由来するドーナッツ型の光強度分布と螺旋状の波面を

持つ。光渦の波面の法線方向（ポインティングベクトル）が光の進行方向に対して平行で

はないため、光圧の射影成分がビーム断面内に軌道角運動量(lℏ)として現れる。それに対

し、円偏光は螺旋状電場に起因した光でスピン角運動量(sℏ)を持つ。この二つの角運動量

の足しあわせは光の全角運動量(Jℏ=lℏ+sℏ)と定義され、物質に働く輻射力はこの全角運動

量によって特徴づけられる。 

われわれは、紫外光渦を光硬化樹脂に照射することで、光重合反応を介して角運動量が

転写され、キラルなマイクロファイバーが創成できたので報告する。光源には、波長

405nmの CW半導体レーザーを使った。レーザー光を螺旋型位相板で光渦に変換し、1/4

波長板を用いて円偏光にする。円偏光光渦を顕微鏡の対物レンズ(倍率 60、NA 1.10)によっ

てスライドガラスに挟んだ光硬化樹脂に集光する。使用した光硬化樹脂の屈折率は硬化前

が 1.518で硬化後が 1.56である。重合が開始すると、全角運動量を受取ったポリマーは軌

道角運動量の次数に応じて分岐しながら、マイクロファイバーとして成長する様子が確認

された。l =-2、l =2で得られた硬化した樹脂の画像を図に示す。 

図 l =-2( 反時計回り)、l =2( 時計回り)での画像 
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